
①サイドメニュー【症例】をクリック
②【新規登録】をクリック

必須技術 登録方法



③経験時期、受持期間、患者の施設名を入力
④【領域】の虫眼鏡マークをクリック

必須技術 登録方法



⑤【必須技術 登録】をクリック
⑥【Ⅳ.検査】もしくは【Ⅴ.治療】をクリック
⑦該当の検査項目、治療方法を選択

領域・疾患項目を選択したら
症例経験の登録と同じように
必要項目を入力し、指導医に
評価依頼をしてください。

指導医の承認を受けて、登録完
了となります。

必須技術 登録方法



プロブレム：その手技を行うにあたっての
プロブレムリストを記載します。

症例の概要：臨床経過に加えて、その手技の目的、
所見、結果などを含めて、経験した
手技を適切に振り返ることができる
ように記載します。

自己省察 ：その手技に関わる、できたこと、
できなかったこと、気づき、何を学ぶ
必要があるか、指導医とのdiscussion
内容などを記載します。

必須技術における「症例の概略」と「自己省察」は
1行程度の記載でも構いません。

必須技術 登録方法



必須技術 登録方法

具体例）肺癌疑い、間質性肺炎、びまん性すりガラス陰影 など

・右B8aよりTBB、擦過、洗浄を行った。
・TBLC+BALを施行した。 など

具体例）気管支鏡検査

・特記すべき合併症なく検査を行うことができた。
・咳嗽が強く、生検は1回のみで検査を終了した。 など



必須技術 登録方法

具体例）肺癌、癌性胸膜炎、右胸水貯留、右気胸 など

・左胸腔穿刺を施行し、淡血性の胸水を約600mL排液した。
・右胸腔穿刺を施行したが、排液中に迷走神経反射があり排液を中止した。
・右第2肋間鎖骨中線上より脱気を行った。 など

具体例）胸腔穿刺

・合併症なく検査を実施できた。
・胸腔穿刺後に合併症として気胸を認めた。 など



必須技術 登録方法

具体例）肺癌、癌性胸膜炎、右胸水貯留、右気胸 など

右第5肋間中腋窩線上で胸腔ドレーンを挿入した。 など

具体例）胸腔ドレナージ

問題なく実施することができた。 など
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